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景観とは何か:景観法の相対的位置付けあ 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  
 

1．はじめに 
  ICT（情報通信技術）を駆使した新しいメディアや情報発

信手法の出現により，地域的な社会課題や環境についての

モニタリングを市民が担う「参加型センシング」や，特定

のタスクをインターネット上の個人に作業委託する「クラ

ウドソーシング」が多様な分野で実施されるようになって

きた．加えてこれまで情報の性質上，公的機関によって作

成されてきた地理空間情報が，自発的に膨大なデータとし

てインターネット上で収集・蓄積され，オープンデータ化

されている．これは「ボランタリー地理情報（VGI）」1)と称

され，近年，社会実装を含むさまざまなアプローチでの研

究に結びついている 2)．このような現状を踏まえて，本稿

は主にデジタル地図を構成する地理空間情報や景観データ

の共有や活用についてレビューする． 
 
2．地理空間情報の共有と民主化 
 クラウドソーシングは「不特定多数の人々に作業や，お

金の拠出を依頼するなど，何らかの貢献を委託すること」

と定義され 3)，2000 年代以降のインターネットの世界的な

普及に伴い，作業の品質が高いとは限らない不特定多数の

人々であっても，群衆（crowd）の集合知として膨大な作業

を分担するモデルで，金銭等を伴う報酬型とコミュニティ

活動では無報酬型で行われてきた．科学的なクラウドソー

シング活動の典型例は，2007 年に始まった Galaxy Zoo プ

ロジェクトがある．これは，宇宙望遠鏡などで撮影された

銀河画像の分類に対して，天体観測のアマチュアなどボラ

ンティアがインターネット上で共同して行うものである．

本プロジェクトを通じて，銀河系の分類という基礎科学デ

ータが蓄積されるだけでなく，在野の人々が宇宙科学に対

して興味関心やノウハウを高める役割を担っている．  
若干事例は異なるが，日本でも国土地理院が，民間企業

と協力して地形図における登山道情報の正確性向上を図る

取り組みを 2017 年より始めた 4)．これは，詳細な測量や現

地調査が困難で，更新作業の課題を抱えていた登山道を対

象に，本来地形図のユーザーでもある登山者同士がスマー

トフォンアプリや GPS 端末などから取得された移動経路

情報を自発的に共有するサービスに着目したものである．

これらのデータは，登山における情報共有を目的に民間企

業のサービスに蓄積されており，必ずしも測量のために取

得されたものではないが，地形図を修正する参考になりう

る膨大データである証左となった． 
 このように，特定のテーマに基づく共有にとどまらず，

VGIの一例として住所や地名辞書など特定のテーマに依ら

ない基盤データが自発的に収集され，オープンデータとし

て流通される事例が増えている．これらは，インターネッ

トを用いた新しい地理空間情報の共有手段での民主化とい

うキーワードのもと可能性や課題の議論も始まっている 5)． 
基盤的な地理空間情報の共有については，2004 年に英国

を中心に始まった地図データベース作成プロジェクト

OpenStreetMap（OSM）があげられる．これは，インターネ

ット上に設けられた地図データベースとさまざまな編集ツ

ールを介して，世界中の貢献者（マッパーと呼ばれている）

がいつでも，誰でも編集できると同時に，第三者への再配

布や商用利用を含む二次利用可能なライセンス（当初は

CC-BY-SA 2.0 で，2012 年 9月からは ODbL v1.0 に移行）

で提供されている．2021 年 2月時点でデータ作成を行うア

カウント数が累計 750万以上，180 以上の国や地域におい

て合計 67 億地点以上の地理空間情報として蓄積され，施

設や設備などの点，道路や鉄道などの線，建物や土地利用

などの面のデータがマッパーの手によって整備・更新され，

オープンデータとして 2次元・3次元など様々な地図サー

ビスに活用されている（図 1）． 
 近年では OSM での活動規模の拡大や，オープンな地図

データの流通自体が，民間企業や地方自治体から期待とし
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て高まり，データ整備の効率化・高度化のために衛星写真

とAI技術を使った自動マッピングの試みも行われている．

ただし，Facebook 社による試行結果 6)にもあるように，道

路や建物に特化だけでも自動判別してデータを高精度に生

成するためには限界も多く，従来から OSM で尊重されて

きたコミュニティやマッパー自身による現地を重視したマ

ッピング活動が代替されるわけでは無く，依然としてグラ

ンドトゥルースによるデータ整備が必要である． 
 

 
図 1 OSM データによる 3次元地図「f4map」 7） 
 
3．景観写真のクラウドソーシング化 
 OSM において，上空から撮影された衛星画像や航空写真

の提供以外に，地上の景観画像への期待が高まっていたと

ころ，2013 年に設立されたMapillary（同名のベンチャー企

業は 2020 年 6月に Facebook に買収されたが，プロジェク

ト自体は継続）は，街路単位での景観画像を共有するプラ

ットフォームとして，OSM における活動と密接に連携し，

景観画像のオープンデータ化（原則的にCC-BY-SA 4.0）と，

高度なAI 技術による地物や物体検出に取り組んできた． 
2021 年 1月時点で，190 の国や地域で 14.1億枚以上の画

像が共有され，GPS データと合わせて API などを通じて

OSM 上での地図編集の参考データとして利用できる．加え

て研究開発での利用については，深層学習用に 100種類以

上のオブジェクトに対するラベルが付与されている 2.5 万
枚のVistas Dataset（図 2）や，10万枚の画像データから道

路標識の抽出を行ったTrafic Sign Dataset，屋外の景観画像

の深度情報を含む 75万枚のPlanet-Scale Depth Dataset がそ
れぞれ研究者向けに提供され，自動運転や深層学習といっ

た景観データの高度利用にも取り組まれている． 
筆者が日本国内を対象に撮影された Mapillary で共有さ

れている景観画像データをAPIから取得し独自に集計した

結果， 2010 年１月から 2020 年 9月までの期間の総計で約

4100万枚が蓄積され，一意の ID で約 1500名の貢献者がわ

かった．また，撮影に用いた機材も，Apple 社の端末（iPhone 

 
図 2  「Mapillary」によるラベル付き画像提供例 
 
や iPad などカメラ付きのもの）が約 1,500万枚，360度カ
メラのRicoh 社のカメラで約 180万枚，アクションカメラ

のGoPro が約 110万枚などであることがわかった．既往研

究での集計結果に基づき，グローバルに比較すると，欧州

や米国よりもデータ蓄積は途上であるが，全世界の国別の

順位では，中国（3 位・5.91%）やインド（4 位・5.40%）に

ついで日本が第 7 位（4.41％）となっている 8）． 
 
4．おわりに 
 本稿では，主に地理空間情報や景観データを対象に，公

的機関から提供されるデータに限らず，クラウドソーシン

グ等によって蓄積されたオープンデータが急速に拡大しつ

つある現状について解説した．これらのデータは，近年で

は AI 研究における基礎資源に使われると同時に，デジタ

ル地図分野におけるデータの民主化にも寄与する重要な取

り組みと言える．特に景観画像は，地域的特質を地上から

詳細に知る最良の手段であり，用途を問わずオープンなデ

ータ共有が今後さらに求められることは間違いない． 
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